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自分で作る
「人生の手引き」
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今村美月・大西洋・西山知希・山本瑞稀
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授業名の案・キーワード

メンバー 授業名のキーワード・案

今村 教養を備える・豊かで余裕のある暮らし・暮らしの手引き

大西 生き方・探究・創造・社会(社会人)・活動・自己・人生入門・とてもためになる授
業
生活・リア充

西山 人生・よりよい人生に・人生を豊かに・カネと政治とその他いろいろ

山本 有意義・人生・自分たちで見つける・自分たちで作り上げる・気になる

候補 自分で見つける人生入門・自分で作るよりよい人生
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1 授業概要
(1) 授業種別 演習

(2) 授業概要 「生き方」について学生が気になることを課題として設定し、その答えを探しながら、探究的な課題解決活動を行
う。具体的には、次のような「大学生活で学ぶ機会があまりないが、人生を有意義に過ごす上で必要な事柄」を課
題(テーマ)として設定することを想定している。

テーマの例:
- 大学生活の過ごし方: 単位のとり方・卒業までの計画作成
- お金に関する話題: 保険・投資・確定申告
- 旅行を楽しむため・観光を楽しむための教養: 美術館の展示作品の見方を知る
- 選挙の投票方法: 政策・政治
- ほかにもいろいろ

方法の例:
フィールドワークや実習(グループを変えながら3回)

3～6回目: 答え探しの雰囲気を味わう(体験する)
7～10回目: 探したことを発表する(他者に伝える)
11～14回目: 見つけた答えを実践する(行動に移す)
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1 授業概要
(3) 学位授与方針との
関係
（プログラムポリシ
ー）

①（知識・技能）
学士課程教育の基盤となる幅広い学問的および社会的知識と技能を身に付けることができる。
②（思考力・判断力・表現力等の能力）
学部横断型教育プログラムの特徴を活かし、違う視点を持った学生同士が協働的に学ぶことで、「考動力（自律力、
人間力、社会力、国際力、革新力）」を身に付けることができる。
③（主体的な態度）
自らの学びに責任を持ち、直面する課題に主体的に取り組むことができる。

(4) 到達目標 ①（知識・技能）
教養ある人間として社会で生きていくための初歩的かつ幅広い知識を身につけるとともに、疑問に対してのアプロ
ーチ方法を学ぶ。

②（思考力・判断力・表現力の能力）
社会で生きていくうえで、自分で考え、判断材料を見つけ、知識や根拠を基に判断できるようになる。

③（主体的な態度）
自らの興味を言葉にして、それを探究するための行動を起こす。同時に、メンバーとの共有や連携を行うことによ
って、相手とのコミュニケーションの円滑を図る。

(5) 授業手法 ①教員による資料等を用いた説明や課題等へのフィードバック
②学生による学習のふりかえり
③学生同士の意見交換（グループ・ペアワーク、ディスカッション、ディベート等含む）
④プレゼンテーション（スピーチ、模擬授業等含む）
⑤課題探究（プロジェクト学習、課題解決型学習、ケーススタディ等含む）
⑥フィールドワーク
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2 授業計画
(6) 授業計画

(7) 授業時間
外学習

常に自己と社会を見つめること。

1 これまでの人生の総括: 過去(-)から今後(+)へ
ルーブリックとは?

9 グループごとに調べる(継続でも新規でもOK)

2 ルーブリック作成: 学生が個々に評価基準を決める
作ったルーブリックを交流

10 グループごとに調べる(継続でも新規でもOK)

3 学生それぞれの「いま気になっていること」によってグル
ープ分け

11 発表準備

4 気になっていることの調べ方を考える 12 グループで調べた内容をプレゼン
→飲み会→二次会(授業外)

5 どこへ行けば気になることが解決するか考える 13 もう一度最初のグループに戻る
→前回までの学びを共有(ワールド・カフェ形式)

6 フィールドワークの計画・スケジュールを考える 14 各自で学んだことを発表する

7 フィールドワーク: 気になることを解決する 15 これからの人生のイントロダクション

8 学生それぞれの「いま気になっていること」によってグル
ープ分け: 一度別のグループへ移る!
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3 成績評価の方法・基準・評価
(8) 方法 ①定期試験（筆記試験）の成績で評価する。

②定期試験（筆記試験）と平常成績で総合評価する。
③筆記試験に代わる論文（レポート）の成績で評価する。
④筆記試験に代わる論文（レポート）の成績と平常成績で総合評価する。
⑤定期試験を行わず、到達度の確認（筆記による学力確認）で評価する。
⑥定期試験を行わず、到達度の確認（筆記による学力確認）と平常成績で総合評価する。
⑦定期試験を行わず、平常試験（小テスト・レポート等）で総合評価する。

(9) 基準・評価 ①（知識・技能）

学生が各自で作成したルーブリックと自己評価に応じて、教員が評価を行う

②（思考力・判断力・表現力の能力）

学生が各自で作成したルーブリックと自己評価に応じて、教員が評価を行う

③（主体的な態度）

学生が各自で作成したルーブリックと自己評価に応じて、教員が評価を行う

(10) フィードバック
の方法

プレゼンテーション終了時には教員と他グループの学生からフィードバックをもらう。
また、適宜各々が作成したルーブリックに即して目標を達成できているか自己評価・教員からの評価を行う。
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学生が作成するルーブリックの例: 今村
4+ 4 3 2 1

知識・技能 教養ある人間とし
ての初歩的かつ幅
広い知識を身につ
け、疑問に対して
の適切なアプロー
チ方法を身に着け
る。

教養ある人間として
の初歩的な身につけ、
疑問に対してなんら
かの方法でアプロー
チできる。

教養ある人間としての
初歩的な知識を身につ
け、疑問に対してのア
プローチ方法を模索す
ることができる。

社会で役立つ何ら
かの知識を身につ
ける。疑問に対す
るアプローチ方法
を考えることはで
きるが、実行に移
さない。

教養ある人間として
の初歩的かつ幅広い
知識を持たず、疑問
に対してのアプロー
チ方法もわからない。

思考力・判断力・
表現力

自分で考え、判断
材料を見つけ、知
識や根拠を基に判
断できるようにな
る。

自分で考える姿勢を
持ち、グループの仲
間と協力して判断材
料を見つけ、協議し
たうえで、判断する
ことができる。

自分で考える姿勢を持
ち、グループの仲間と
協力して判断材料を見
つけ、協議することが
できる。

自分で考える姿勢
を持たないが、グ
ループの仲間と協
力して判断材料を
見つけ、協議する
ことはできる。

自分で物事を考える
ことができず、判断
もできない。

主体的な態度 自らの学びに責任
を持ち、直面する
課題に主体的に取
り組むことができ
る。

自らの学びに責任を
持ち、グループの仲
間たちと積極的に課
題に取り組みことが
できる

グループの仲間たちと
協力して課題に取り組
むことができる

最低限、グループ
の仲間たちと課題
に取り組むことが
できる、またはそ
の姿勢がある

自らの学びに責任を
持てず、課題に取り
組むことができない
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学生が作成するルーブリックの例: 大西

4+ 4 3 2 1

知識・
技能

今後の人生で必要
な知識や技能を既
に理解している

自身の手で、今後
の人生で必要な知
識や技能を理解で
きる

他者の支援があれ
ば、今後の人生で
必要な知識や技能
を理解できる

今後の人生で必要
な知識や技能にど
のようなものがあ
るか理解している

今後の人生で必要
な知識や技能にど
のようなものがあ
るか理解していな
い

思考力・
判断力・
表現力

現状の問題点を考
え、優先順位を判
断した上で言語化
できる

現状の問題点を考
えて言語化できる

自身の手で、現状
の問題点を考える
ことができる

他者の支援があれ
ば現状の問題点を
考えることができ
る

現状の問題点を考
えることが難しい

主体的な
態度

現状を分析した上
で、自身の人生を
よりよくする行動
ができる

現状を分析した上
で、自身の人生を
よりよくする方法
を提案できる

現状を分析した上
で、自身の人生を
よりよくしようと
する姿勢がある

自身の人生をより
よくしようとする
姿勢がある

自身の人生をより
よくしようとする
姿勢がない
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学生が作成するルーブリックの例: 西山
4+ 4 3 2 1

知識・技能 社会で生きていく
上での、初歩的か
つ幅広い知識が十
分に身についてお
り、疑問への正し
いアプローチ方法
を知っている。

社会で生きてい
く上での、初歩
的かつ幅広い知
識が身について
おり、疑問への
アプローチ方法
を知っている。

社会で生きていく
上での、初歩的か
つ幅広い知識が身
についておるもの
の、疑問へのアプ
ローチ方法を知ら
ない。

社会で生きていく
上での、初歩的な
知識が身について
おるものの、疑問
へのアプローチ方
法を知らない。

社会で生きてい
く上での、初歩
的かつ幅広い知
識が身について
おらず、疑問へ
のアプローチ方
法を知らない。

思考力・判断
力・表現力

どのような事柄に
おいても、自分で
判断材料を見つけ、
考え、正しい判断
ができる。

自分で判断材料
を見つけ、考え、
正しい判断がで
きる。

ほぼ自分で判断材
料を見つけ、考え、
正しい判断ができ
る。

他人の協力があれ
ば、判断材料を見
つけ、考え、正し
い判断ができる。

自分で判断材料
を見つけ、考え、
正しい判断がで
きない。

主体的な態度 自分の興味に対し
積極的に探究して
おり、周囲とのコ
ミュニケーショ
ン・連携も十分に
取れている。

自分の興味に対
し探究しており、
周囲とのコミュ
ニケーション・
連携も取れてい
る。

自分の興味に対し
探究する姿勢を持
っており、周囲と
のコミュニケーシ
ョン・連携に努め
ている。

自分の興味に対し
探究する姿勢を多
少持ち、周囲との
コミュニケーショ
ン・連携に努めよ
うとしている。

自分の興味に対
し探究する姿勢
を持っておらず、
周囲とのコミュ
ニケーション・
連携にも努めて
いない。
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学生が作成するルーブリックの例: 山本

4+ 4 3 2 1

知識・技
能

疑問に対して、知
識を活用し、進ん
でアプローチして
いた。

疑問に対して、知識を
活用し、アプローチし
ていた。

疑問に対して、知識を
活用し、アプローチし
ようと努力していた。

疑問に対して、アプロ
ーチしていた。

疑問に対して、アプロ
ーチしようとしていな
かった。

思考力・
判断力・
表現力

問題や課題の解決
方法を進んで追
求・解決し、その
内容をプレゼンテ
ーションにおいて
十分に伝えようと
している。

問題や課題の解決方法
を追求・解決し、その
内容をプレゼンテーシ
ョンににおいて伝えよ
うとしている。

問題や課題の解決方法
を追求・解決し、その
内容をプレゼンテーシ
ョンにおいて表現しよ
うとしている。

問題や課題を解決し、
プレゼンテーションに
おいてアウトプットで
きた。

問題や課題を解決でき
ず、プレゼンテーショ
ンでアウトプットでき
なかった。

主体的な
態度

追求・解決する過
程において、進ん
で相手とのコミュ
ニケーションをは
かっている。

追求・解決する過程に
おいて、相手とのコミ
ュニケーションをはか
っていた。

追求・解決する過程に
おいて、相手とのコミ
ュニケーションをはか
ろうと努力していた。

追求・解決しようと努
力していた。

追求・解決しようとし
なかった。
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5 詳細
時配 学習内容と活動 授業中の留意点・評価

導入 ・自己紹介（10分）
・これまでの人生の総括: 過去(-)から今後(+)へ（20分）
・ルーブリックについて説明（5分）

展開 ・ワーク①（過去で一番楽しかったこと・悔しかったことなど色々）
（10分）
・ワーク②（現在一番楽しいこと・悔しかったことなど色々）（10分）
・ワーク③（こんな未来を想定してます）（10分）
※①ｰ③はグループワーク

・Google Formにワークで話したことを振り返って投稿！（15分）
→匿名で全体に共有

シビアなものはＮＧ

まとめ ・まとめ＋次回までの課題（5分）
・次回以降の説明（5分）
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4 その他
(11) 参考書 自分自身

(12) 
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前提条件（発表のときは非表示にしてください。）
まず、前提条件として…
• アフターコロナ（5年後）/共通教養科目
• 全体をとおして15回分記載し、そのうち単元1つ分（3回程度）の授業計
画の詳しい内容を「5 詳細」に記載する。

(1) 授業種別（選択） 講義 or 演習 から選択
(2) 授業概要 班で相談
(3) 学位授与方針との関係（最重要を
決定）

テンプレートの①～③で、最重要の（最も身に付けてほしい）プログラムポリシー（教
育目標）を太字に変更

(4) 到達目標 (3)を踏まえ、①～③それぞれの到達目標を検討 ※学生が主語
(5) 授業手法 ①～⑦を各グループで複数選択（選択しないのは削除）
(6) 授業計画 第1回～第15回の流れを大まかに考える
(7) 授業時間外学習 内容や方法などを記載
(8) 方法 ①～⑦を単数選択（選択しないのは削除）、評価割合を下に記載
(9) 基準・評価 (4)を踏まえ、評価の割合を検討
(10) フィードバックの方法 班で相談
(11)～ その他 教科書、参考書、担任者への問合せ方法、備考など（班で追加）
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